
きらきら６号機蒲生発電所 

７５名２９５万円の寄付金集まる 
 ＮＰＯきらきら発電は８月の理事会で、宮城野区蒲生地

区にある舟要洞場(笹谷由夫氏所有)の屋根に、パワコン９，

９ｋｗパネル 12ｋｗの太陽光発電装置を設 

置することを決めました。蒲生 6号機の建 

設です。蒲生 6号機の建設費用は 330万円。 

この費用を全額寄付金で賄う方針を立て、 

8月 12日より寄付金の訴えを始めました。 

 どれほど集まるか自信がないなか、200 

万円を最低の目標に掲げました。呼びかけ 

1か月で、200万円の寄付が寄せられ、そ 

の後も順調で 10月 14日時点で、75 名の 

方から 295万円の寄付金が集まっています。 

協力者の皆様に感謝します。 

 きらきら発電の理事会は、10月 6 号機建 

設を全額寄付金でまかなうことを再確認。 

10月 14日時点で、あと 35万円。建設工事 

は 11月中旬の予定で、それまでなんとか 

330万円の目標が達成できるよう、協力を 

呼びかけけています。 

 蒲生地区にはすでに石炭火力が稼働し、 

今後バイオマス発電所が 2基建設される予 

定です。脱原発・脱石炭をめざし、自然エ 

ネルギーによる発電所建設に、ぜひ、お力 

を貸してください。口座名義が「特定非営利 

活動法人きらきら発電、ゆうちょ銀行(記号 

１８１９０、番号０２６７５２７１)。他行か 

らは「店番 818、普通預金、0267527」です。 

 

女川原発事故時の避難計画ずさんなまま 

宮城県議会が再稼働賛成請願を採択！  

 １０月１３日宮城県議会の環境福祉委員会

が女川原発再稼働賛成請願を採択。２２日の本

会議でも採択される予定です。事故時の避難計

画で、宮城県が国から求められているガイドラ

インを作成しないまま、また３１受け入れ自治

体中、２９自治体が受け入れマニュアルも作っ

ていない段階での強硬採択です。実効性のある

避難計画を求め、声を上げ続けましょう！ 

小風力発電所、検討開始へ 
 ＮＰＯきらきら発電の 10月理事会で、小風

力発電設置について議論し、来年度の建設具体

化をめざし、検討にはいる事を確認しました。 

 今回の 6号機建設の検討作業の中で、蒲生に

風力発電も欲しいとの声が出され、仙台市内に

ある自然風力発電㈱に相談したところ、3ｋｗ

ｈの小風力発電であれば、400万円程度の資金

で建設できると知らされました。しかしＦＩＴ

(固定価格買取制度)ではすでに 18円／ｋｗｈの

単価になっており、採算はきびしいとのこと。 

 それでも 100万円程度の赤字を覚悟し、具体

化できるかどうか検討し、来年 10月までに結

論を出すことにしました。        広 
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利本荘市にある

小風力発電所 

(2016年撮影) 

蒲生６号機開所式１１月２８日に 

 蒲生６号機は１１月中旬工事予定です。建

設完了後の開所式は１１月２８日午前１０時

より、現地にて行います。参加希望者は０７

０－２０１０－３７７７にご一報ください。 

 

 

 



 


